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【
う
ら
へ
続
く
】

　

日
立
製
作
所
が
１
月
17

日
に
英
国
で
の
原
発
建
設

計
画
を
経
済
合
理
性
の
観

点
か
ら
凍
結
す
る
と
発
表

し
た
こ
と
を
受
け
、
笠
井

氏
は
、
安
倍
首
相
が
輸
出

の
大
前
提
と
し
て
い
た

「
経
済
性
」は
成
り
立
た
な

い
と
市
場
が
「
ノ
ー
」
を

　

19
春
闘
、
要
求
書
を
提

出
。
正
社
員
は
、
月
例
賃

金
（
資
格
賃
金
と
成
果
手

当
）
の
２
％
引
き
上
げ
。

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
年

収
２
％
改
善
な
ど
。「
２
月

７
日
の
第
３
四
半
期
決
算

で
株
主
配
当
を
１
株
年
間

１
７
０
円
か
ら
１
８
０
円

に
６
％
の
増
配
を
決
め
た
。

賃
上
げ
は
満
額
回
答
し
か

な
い
」「
消
費
税
の
増
税
は

ダ
メ
と
強
く
言
っ
て
欲
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

安
倍
首
相
が
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
を
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
に
推
薦
。「
中
距
離
核
戦

力
全
廃
条
約
破
棄
や
イ
ラ

原
発
輸
出 

総
破
た
ん

  

再
エ
ネ
政
策
に
転
換
求
め
る

　
　
　
日
本
共
産
党  

笠
井
政
策
委
員
長
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
会
質
問
（
13
日
）

突
き
付
け
た
と
指
摘
。

　

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足

以
降
、
首
相
の
外
国
訪
問

に
９
７
９
社
、
延
べ
約

５
０
０
０
人
が
同
行
し
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
海
外

受
注
を
２
兆
円
に
す
る
と

掲
げ
て
い
た
政
府
の
目
標

に
ふ
れ
、実
績
を
質
問
。直

近
の
実
績
が
ゼ
ロ
だ
と
認

め
た
政
府
を
、
笠
井
氏
は

「
こ
の
国
策
は
机
上
の
空

論
だ
っ
た
」
と
た
だ
し
ま

し
た
。

　

安
倍
首
相
は
原
子
力
の

「
世
界
に
お
け
る
平
和
利

用
の
責
任
を
果
た
し
て
い

く
」
な
ど
と
答
弁
。
笠
井

氏
は
、
福
島
第
１
原
発
事

故
の
収
束
も
で
き
ず
、
多

く
の
県
民
が
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
で

の
原
発
輸
出
の
推
進
は

「
倫
理
的
に
も
許
さ
れ
な

い
」と
強
く
批
判
。「
何
の

反
省
も
な
く
、
原
発
輸
出

や
再
稼
働
な
ど
は
論
外
だ
。

今
こ
そ
再
エ
ネ
へ
の
転
換

を
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

梶
田
隆
章
、
白
川
英
樹
両

氏
を
は
じ
め
51
人
の
大
学

人
の
呼
び
か
け
で
「
大
学

の
危
機
を
の
り
こ
え
、
明

日
を
拓ひ
ら

く
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

大学の危機
　　市民と乗り越えたい
ノーベル賞受賞者らフォーラム設立

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
（
13

日
）。

　

広
渡
清
吾
東
京
大
学
名

誉
教
授
（
日
本
学
術
会
議

元
会
長
）
は
、
基
盤
的
経

費
の
削
減
と
大
学
の
自

主
・
自
律
性
を
奪
う
絶
え

間
な
い
「
改
革
」
に
よ
っ

て
、
大
学
全
体
が
疲
弊
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
国
公
私
立
の
別
を
超
え
、

市
民
と
一
緒
に
大
学
の
現

状
や
使
命
を
考
え
る
場
を

つ
く
り
、
政
府
の
政
策
を

変
更
さ
せ
る
よ
う
な
力
を

社
会
の
中
に
形
成
し
て
い

き
た
い
」
と
設
立
の
趣
旨

を
述
べ
ま
し
た
。

　

白
川
英
樹
筑
波
大
学
名

誉
教
授
は
、「
安
易
な
成
果

を
求
め
る
圧
力
が
あ
り
、

受
験
者
を
増
や
す
た
め
の

宣
伝
に
時
間
を
取
ら
れ
、

本
分
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

と
い
う
研
究
者
の
声
を
各

地
で
聞
く
。
基
礎
研
究
に

集
中
で
き
な
い
今
の
よ
う

な
大
学
で
は
、
私
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
は
な
か
っ
た
」
と

の
べ
、「
個
人
で
の
活
動
に

は
限
界
が
あ
る
」
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
わ
っ
た

理
由
を
語
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
３
月
31
日
に
東
京
・
明

治
大
学
で
開
催
す
る
予
定
。

　19 日、「うそつき首相は辞めろ」などのプラカードを手にし
た参加者 3000 人がかけつけ、「辺野古新基地建設絶対反対」

「土砂の投入いますぐ中止」と声をあげました。

辺野古新基地許さぬ
国会正門前　雨突き 3000 人

内部留保を還元させ、大幅賃上げを
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ン
核
合
意
離
脱
な
ど
平
和

に
逆
行
し
て
い
る
ト
ラ
ン

プ
氏
の
推
薦
は
あ
り
得
な

い
。
恥
ず
か
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
原
発
訴
訟
で
横
浜

地
裁
が
国
と
東
電
の
責
任

を
認
め
る
。「
神
奈
川
県
に

避
難
し
た
住
民
が
損
害
賠

償
を
求
め
た
裁
判
だ
。
約

４
億
円
の
支
払
い
を
命
じ

た
」「
同
種
訴
訟
の
判
決
は

今
回
を
含
め
８
件
で
、
国

を
被
告
と
し
た
６
件
の
う

ち
、
５
件
に
国
の
責
任
を

認
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
政
府
に
辺
野
古
の
建

設
一
時
停
止
の
電
子
署
名

を
呼
び
か
け
た
カ
ジ
ワ
ラ

さ
ん
が
関
西
空
港
で
足
止

め
。「
２
時
間
も
入
国
を
足

止
め
さ
れ
た
」「『
辺
野
古

へ
何
を
し
に
い
く
の
か
』

な
ど
質
問
攻
め
に
あ
っ
た

と
い
う
」「
嫌
が
ら
せ
は
日

「
機
体
下
部
に
あ
る
回
収

装
置
か
ら
弾
丸
を
発
射
し

た
こ
と
も
確
認
し
た
」

「『
チ
ー
ム
全
体
の
し
つ
こ

さ
が
実
っ
た
』
と
の
発
言

が
印
象
に
残
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

航
空
自
衛
隊
の
F2
戦
闘

機
が
山
口
県
沖
に
墜
落

（
20
日
）。「
２
人
の
隊
員
は

脱
出
し
て
救
助
さ
れ
た
」

「
同
機
は
昨
年
11
月
に
も

築
城
基
地
の
２
機
が
接
触

事
故
を
起
こ
し
て
い
る
」

「
１
機
１
２
０
億
円
も
す

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

厚
労
省
がiPS

細
胞
を

使
っ
た
慶
応
大
学
の
脊
髄

損
傷
治
療
の
実
施
を
了
承
。

「iPS

細
胞
に
よ
る
脊
髄

治
療
は
世
界
初
だ
」「
脊
髄

負
傷
後
２
～
４
週
の
患
者

にiPS

細
胞
か
ら
作
っ
た

神
経
細
胞
を
移
植
す
る
と

い
う
」「
費
用
が
高
い
の
が

難
点
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
暖
か
く
な
っ
た
」「
20

日
、
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ズ

社
が
ス
ギ
花
粉
の
本
格
化

を
発
表
し
た
」「
東
京
は
昨

年
よ
り
14
日
、
平
年
よ
り

５
日
早
い
と
い
う
」

　

総
務
省
が
発
表
し
た
18

年
の
労
働
力
調
査
に
よ
る

と
、
第
２
次
安
倍
政
権
が

発
足
し
た
２
０
１
２
年
か

　

安
倍
政
権
は
２
０
１
９

年
度
の
科
学
技
術
関
係
予

算
を
４
千
億
円
近
く
増
や

し
（
図
）、過
去
最
大
規
模

に
な
っ
た
と
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
ま
た
安
倍
政
権

の
ゴ
マ
カ
シ
で
す
。

　

一
つ
は
、
集
計
方
法
の

変
更
で
す
。
２
０
１
６
年

度
か
ら
内
閣
府
は
「
先
進

〝
科
学
技
術
予
算
が
過
去
最
大
〟

  
は
ト
リ
ッ
ク

　
公
共
事
業
や
軍
拡
を
加
え
、
か
さ
上
げ

技
術
を
活
用
し
た
公
共
事

業
」
を
統
一
的
に
科
技
予

算
の
集
計
に
加
え
る
こ
と

に
改
変
。
新
し
い
知
識
を

創
造
し
な
い
予
算
が
加
わ

え
ら
れ
て
科
技
予
算
が
か

さ
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
か
さ
上
げ

は
、
18
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
転
換
事
業
」
で
す
。

そ
の
大
部
分
は
国
交
省
と

農
水
省
の
ド
ロ
ー
ン
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
公
共
事
業

で
す
。
こ
れ
は
す
で
に
確

立
し
て
い
る
技
術
の
活
用

で
、
両
省
は
17
年
度
以
前

は
科
技
予
算
に
含
め
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

た
か
さ
上
げ
の
ト
リ
ッ
ク

で
科
技
予
算
が
急
増
し
ま

し
た
。

　

ま
た
安
倍
政
権
の
軍
拡

路
線
の
影
響
も
大
き
く
、

防
衛
省
に
よ
る
対
潜
哨
戒

機
や
護
衛
艦
搭
載
用
の
対

潜
ソ
ナ
ー
な
ど
の
開
発
費

が
科
技
予
算
を
押
し
上
げ

て
い
ま
す
。

雇用増、しかし非正規７割

　　非正規率が最大

オーストラリア環境裁判所

温室ガス増加理由に
炭鉱開発を認めず

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル

ズ
州
の
土
地
・
環
境
裁
判

所
は
８
日
、
同
州
グ
ロ
ス

タ
ー
で
計
画
さ
れ
た
露
天

炭
鉱
の
操
業
を
認
め
な
い

判
決
を
下
し
ま
し
た
。

　

開
発
会
社
は
雇
用
創
出

と
今
後
16
年
で
２
１
０
０

万
㌧
の
石
炭
生
産
が
可
能

だ
と
し
て
州
に
許
可
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

同
裁
判
所
の
プ
レ
ス
ト

ン
裁
判
長
は
、
石
炭
開
発

が
温
室
効
果
ガ
ス
増
加
に

つ
な
が
る
と
言
明
。「
合
意

さ
れ
た
削
減
目
標
の
達
成

の
た
め
に
、
急
速
か
つ
大

幅
な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

が
求
め
ら
れ
る
時
で
あ
り
、

時
期
的
に
不
適
切
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

炭
鉱
開
発
に
長
年
反
対

し
て
き
た
地
元
住
民
は

「
私
た
ち
が
勝
っ
た
」と
肩

を
抱
き
喜
び
合
い
ま
し
た
。

ら
18
年
で
、
役
員
を
除
く

雇
用
者
の
増
加
は
４
３
５

万
人
。
そ
の
内
訳
は
、
正

規
労
働
者
が
１
３
１
万
人

に
対
し
、
非
正
規
労
働
者

は
３
０
４
万
人
で
し
た
。

ま
た
雇
用
者
に
占
め
る
非

正
規
雇
用
の
割
合
も
37
・

９
％
と
、
調
査
開
始
以
来

最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

国
会
審
議
で
安
倍
首
相

え
た
雇
用
者
の
う
ち
、
実

に
７
割
が
非
正
規
雇
用

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

は
「
雇
用
は
改

善
し
た
」
と
繰

り
返
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
安

倍
政
権
下
で
増

本
の
恥
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

は
や
ぶ
さ
２
、
小
惑
星

に
着
陸
成
功（
22
日
）。「
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
は
、地
球
か
ら
３
・

４
億
キ
ロ
離
れ
た
小
惑
星

リ
ュ
ウ
グ
ウ
に
着
陸
し
た

と
発
表
し
た
。
快
挙
だ
」


